
CL Firmware主なアップデート内容 

 

CL Firmware V 5.01 

V5.01で修正した不具合 

• REMOTE HA ASSIGN画面で、下記 I/OデバイスでWITH RECALLを OFFにして

マウントしている場合に、[#1]にマウントしているデバイスのチャンネル 1の HA

パラメーターが初期値にリセットされる不具合を修正しました。  

o Tio1608-D 

o Focusrite製「RedNet 4」「RedNet MP8R」 

o Rupert Neve Designs製「RMP-D8」 

• MIDI Control ChangeやMIDI Parameter Changeの受信と同時にフェーダーやエン

コーダーノブを手動で連続操作していると、コンソールが MIDIメッセージを受信

しないことがある不具合を修正しました。 

V5.00の新機能 

• DANTE I/O DEVICEとしてサポートする機種を追加しました。  

• シーンをリコールするときに、チャンネルごとのフェードタイムを個別に設定する

INDIVIDUAL FADE TIMEに対応しました。 

• プレミアムラックのデバイスに Portico5045(プライマリーソースエンハンサー)を

追加しました。 

V5.00の改善点 

• Channel Name Displayのコントラストの基準値を変更しました。見え方が変わっ

たと感じたお客様は SETUPメニューより調整ください。 

V5.00で修正した不具合 

• コンソールの電源投入時、シーンリコール時、またはファイルロード時に R-

Series (Rio/Ri/Rio-D2)に割り当てた一部の INPUTチャンネルの HAパラメーター

が R-Series側の現在値に戻される不具合を修正しました。 



• Rio3224-D2/Rio1608-D2を複数台マウントしたときに、HAの操作が遅延する不具

合と「No Response from I/O DEVICE」のエラーが出る不具合を修正しました。 

• Rio3224-D2/Rio1608-D2で電源リダンダントのエラーが発生したときに、それら

の機器をマウントしている CL/QL上の SYSTEM/SYNCエラーメッセージが

"DANTE SETTING MISMATCH"と誤表示される不具合を修正しました。 

• その他の軽微な不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• CL/QL Firmware V4.50, V4.51, V5.00, V5.01に対応する Dante Firmware 4.0.8.2-

4.0.3.7-2.0.1および 4.0.8.2-4.0.3.7-2.0.6において発生する不具合が確認されまし

た。  

コンソールの電源投入時に、DANTE SETUP内の DEVICE MOUNT画面にて CL/QL

にマウントした対応Dante機器がまれに正常にオンラインでマウントされないこと

があります。 

オフライン中はコンソールからの Danteパッチ設定や HAパラメーターの調整がで

きません。コンソールの電源投入後、数分が経過しても DEVICE MOUNT画面にて

該当の I/O デバイスが VIRTUAL 表示のままになっている場合はコンソールの再起

動をお願いいたします。この問題は次期 Dante Firmwareにて修正される予定です。 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしてい

る状態で CLシリーズを再起動してもパッチが再現されないことがあります。その

場合は Dante Controllerで DVSを再度パッチしてください。なお、Windows版の

3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできません。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた R

シリーズ以外の Dante機器のマウント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT 

PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に応じて V1.51以降でマウン

トやパッチ、DANTE INPUT PATCH Libraryを設定しなおしてください。 

お知らせ 

• CL/QLコンソール、R Remoteから下記の各機器をリモートコントロールすること

ができます。同時に各機器をリモートコントロールできる CL/QLコンソール、R 

Remoteの台数は次のとおりです。  

RSio64-D/Tio1608-D: Maximum of two CL/QL/R Remote units.  



RSio64-D/Tio1608-D: 最大 2台の CL/QL/R Remote  

Rio/Ri/Ro: 最大 4台の CL/QL+別途 2台の R Remote  

Rio3224-D2/Rio1608-D2: 最大 4台の CL/QL+別途 5台の R Remote 

• MonitorMixは最大 10台まで接続できます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい

(遅い)方の設定が有効になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用しま

す。 (Dante非対応モデルは除く)  

Y###-**********  

# は 0 ～ 9、A ～ F(大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF)  

* は任意の文字(英字(大文字または小文字)、数字、-(ハイフン) が使用可)  

Yを含めて 31文字まで対応しています。  

R シリーズについては Y###-で示される ID が大きさの違う R シリーズ間でも重複

しないようにしてください。 

• カスタムフェーダーバンクの設定は、ユーザー設定に含まれているだけでなく、

V2.0からシーンデータにも含まれています。ログインしているユーザーや、読み

込んだデータのタイプやバージョンによって、呼び出されるカスタムフェーダーバ

ンク設定が異なりますので、以下の点にご注意ください。  

ALLタイプのコンソールデータを Administratorでロードすると、セーブされていた

Administratorのカスタムフェーダーバンク設定が呼び出されます。Guestや他のユ

ーザーで ALLデータをロードすると、セーブされていたカレントシーンのカスタム

フェーダーバンク設定が呼び出されます。  

V1.70以前で保存した ALLデータをロードした場合、シーンにはカスタムフェーダ

ーバンク設定が含まれていないため、ロードしたときのカレントシーンのカスタム

フェーダーバンク設定がすべてのシーンに適用されます。したがってこの場合は、

ALLデータをロードする前にユーザーを切り替えたりしてカスタムフェーダーバン

クを希望する設定にしておくか、カスタムフェーダーバンクにリコールセーフをか

けておくことをおすすめします。 

• CL V2.xx、CL/QL V3.xx、V4.xx、V5.xxファームウェア対応のファイルコンバータ

ーV4.0.0を用意しています。 

CL Firmware V4.50 



V4.50の新機能 

• Dante Domain Managerに対応しました。 

• Rio3224-D2、Rio1608-D2に対応しました。 

V4.50の改善点 

• Danteのステータス表示を改良しました。 

• シーンリコールすると閉じていたプレミアムラックのエディット画面が、同じモジュールを選択しているシーン

のリコールでは閉じなくなりました。 

V4.51の改善点 

• Dante Virtual Soundcard (DVS) V4.0.3.1以降をサポート機器 (SUPPORTED DEVICE)として認識する

ように改善しました。 

• 稀に CL StageMixから CL コンソールを発見できないことがあることを改善しました。 

V4.50で修正した不具合 

• 特定の条件下で Danteネットワークの構成を変更すると、エラーメッセージが表示されて本体の再起動が

必要になる不具合を修正しました。 

• MATRIX 7/8にセンドしている INPUT BUS/MIX BUS を DCA ミュートしているときに、ミュート中のチャンネ

ル ON/OFFや CUE を操作すると一瞬ユニティーレベルで音声信号が出力される不具合を修正しました。 

• プラグインの OpenDeckが初期設定で音が出ない不具合を修正しました。 

• V4以前で作られた EQ Libraryを読み込むと、Highバンドのゲインが 0dBになる不具合を修正しました。 

• EQの Band Bypass を変更したときに、オーバービューの EQグラフに反映されない不具合を修正しまし

た。 

• BUS SETUPでステレオに設定されている MIX BUSなどに対して、RECALL SAFEなどの機能にある CH 

LINKでオフセットが掛かっていると、StageMixが同期できなくなる不具合を修正しました。 

• USB メモリーの挿入時、接触不良などによる誤認識で、CL/QL本体が不適切な状態になることがある不具

合を修正しました。 

• “No response from I/O device” メッセージが誤って表示される不具合を修正しました。 



• CUE B を Remoteモードに設定しているときに、本体の CUE CLEARが CUE B もクリアしてしまう不具合

を修正しました。 

• RECORDER画面を閉じているときに、USER DEFINED KEY設定した[Next][Prev]が動作しない不具合

を修正しました。 

CL Firmware V4.10 

• 各機器をリモートコントロールできる台数は次のとおりです。 

RSio64-D/Tio1608-D: 最大 2台の CL/QL/R Remote 

RMio64-D: 最大 6台の CL/QL/R Remote 

Rio/Ri/Ro: 最大 4台の CL/QL+別途 2台の R Remote 

• MonitorMixは最大 10台まで接続できます。 

V4.10の新機能 

• オーディオネットワークの相互接続規格「AES67」に対応しました。 

• Dante Device Lockに対応しました。 

• Dante接続非対応の Shure社 AXT400、QLXD4、ULXD4のデバイスコントロールができるようになりまし

た。 

• DHCPや STATIC IP をリモートコントロール用に設定できるようになりました。 

• Audinate社 Dante-MY16-AUD2 と d&b audiotechnik社 DS10を新たにサポートしました。 

Dante Controllerで以下のようにデバイスラベルをつけることで、SUPPORTED DEVICE として認識しま

す。  

Y###-**********  

#は UNIT IDで、0 ～ 9、A ～ F(大文字) の 16 進数 3桁(000 ～ FFF) * は任意の文字(英字(大文字

または小文字)、数字、-(ハイフン) が使用可) 

• EQ タイプを全チャンネルで一括して設定できるようになりました。 

• RSio64-Dに挿入されている Mini-YGDAI カード MY8-AE96Sの内蔵サンプリングレートコンバーターのス

テータス表示をするようになりました。 

V4.10の改善点 

• チャンネルカラー選択ボタンにカラーネームも表示するようになりました。 



• Danteネットワークがギガビットイーサネットとしてリンクしていないときに、LCD下部にメッセージが表示さ

れるようになりました。 

• RTAの画面でスケール変更とオフセットゲイン追加により、周波数解析表示の視認性が向上しました。 

• PATCH/NAME画面や CH SELECT画面、PORT SELECT画面で、チャンネルネームやエフェクトタイプ

名が表示されるようになりました。 

• PRECISE タイプの EQで Q ノブの押し回しで、シェルビングタイプ、フィルターへ切り替えできるようになり

ました。 

• フェーダーキャリブレーションの 0dB位置での補正範囲を広げました。 

V4.10で修正した不具合 

• RSio64-Dがマウントされていないときに、マウントされた状態のコンソールファイルをロードすると、デバイ

ス情報を正しく取得できず、ユーザーパッチが初期化される不具合を修正しました。 

• 31Band GEQのリンク設定を解除したときに、隣接したラックのリンク設定も解除される不具合を修正しまし

た。 

CL Firmware V4.04 

V4.04で修正した不具合 

• Shure社 ULXDレシーバーで L53バンドのコントロール＆モニタリングに対応しました。 

• PREMIUM RACKの EQ-1A をご使用時に、LO BOOSTパラメーター操作によるノイズ、および特定の条

件においてミュートがごく稀に発生することある不具合を修正しました。 

• CL/QLシリーズから Tio1608-Dの HA コントロールができなくなることがある不具合を修正しました。 

• コンソール以外でシーンリコールすると、パネルのチャンネル ONキー表示が正しく更新されない不具合を

修正しました。 

CL Firmware V4.02 

V4.02で修正した不具合 

• Shure ULXD レシーバー接続時に発生する以下の不具合を修正しました。 

o 旧 A帯、B帯 モデルではコンソールと接続した時に、レシーバーLCDの GROUP/CH表示が非設定にな

る。 



o P51バンド(ドイツおよび中国のみ)の 710～770MHzの周波数を使用しているとコンソール接続時に受信

周波数が変更される。 

• FOCUSがオフで DCAの LEVEL/ON もオフに設定したシーンをリコールすると、DCA フェーダー位置が正

しくリコールされない不具合を修正しました。 

CL Firmware V4.01 

V4.01で修正した不具合 

• 特定の条件で「パネル上のフェーダーを操作しても値が変化しない」不具合を修正しました。 

• QL V1.0x、CL V1.70/V2.0x で作成された Sceneデータが、Out of Rangeの表示が出てロードできない

不具合を修正しました。 

CL Firmware V4.00 

• 各機器をリモートコントロールできる台数は次のとおりです。 

RSio64-D/Tio1608-D: 最大 2台の CL/QL/R Remote 

RMio64-D: 最大 6台の CL/QL/R Remote 

Rio/Ri/Ro: 最大 4台の CL/QL+別途 2台の R Remote 

• MonitorMixは最大 10台まで接続できます。 

V4.00の新機能 

• チャンネル EQに新アルゴリズム「Precise」「Aggressive」「Smooth」を追加しました。 

• Premium Rackに新デバイス「MBC4」(マルチバンドコンプレッサー)を追加しました。 

• Shure社のデジタルワイヤレスレシーバー「ULXD4D」「ULXD4Q」のコントロール＆モニタリングに対応しま

した。 

• Solo Mode を追加し、CUEキーを使ったインプット/アウトプットのソロ機能に対応しました。 

• Second Cue Bus機能を追加し、MATRIXバス 7/8を CUE Bバスとして使えるようになりました。 

• iPhoneアプリケーション「MonitorMix」に対応しました。最大 10台までを同時に使用して、各演奏者が手元

で好みのモニターミックスバランスに調整できます。 

• DCA Roll-Out されたフェーダーのスクロールに対応しました。 

• [TOUCH AND TURN]ノブを使って GEQのゲインを調整できるようになりました。 



• I/O ラック Tio1608-Dの HA コントロールに対応しました。 

• DYNAMICS1の COMPRESSOR、EXPANDERが、Key In Filterに対応しました。 

• FOCUS RECALL/RECALL SAFE/GLOBAL PASTEに、MUTE GROUP ASSIGN、BUS SETUP、

SURROUND SETUPの項目を追加しました。また、対象となる TO STのパラメーターに、各インプットチャ

ンネルの LR ノミナル設定を追加しました。 

• サポートする Dante機器として、AVIOM D400、Yamaha MRX7-Dを追加しました。 

V4.00の改善点 

• FILE LOAD時に、それぞれのカテゴリーにメモリーされている内容が、その仕様になった時のバージョンを

表示するようになりました。 

• LAST CUE時も MIX CUE と同様に、OUTや DCA IN とスタックできるようになりました。 

V4.00で修正した不具合 

• Buss Comp 369の Library Recall時に、SCENE 000の Dataを MIDI送信していた不具合を修正しまし

た。 

• シーンリコール時に、リコールセーフをかけたフェーダーを操作すると、フェーダー操作が無視されてフェーダ

ー値と位置が合わなくなることがある不具合を修正しました。 

• CH LINK を設定しているチャンネルで CH MOVE を実行したときに、そのリンク設定にかかわらず LINK A

のリンク設定でパラメーターが変更されてしまうことがある不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• RSio64-Dがマウントされていないときに、マウントされた状態のコンソールファイルをロードすると、デバイ

ス情報を正しく取得できず、ユーザーパッチが初期化されます。 

• QL V1.00、CL V1.70/V2.00 で作成された Sceneデータは、V4.00では Out of Rangeの表示が出てロー

ドできません。これらのデータは、あらかじめ V3.11の本体または V3.10のエディターで一旦データファイル

を保存しなおしてからご使用ください。 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLシリーズを

再起動してもパッチが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチし

てください。なお、Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできま

せん。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rシリーズ以外の Dante機器

のマウント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に

応じて V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 



• CH LINK を設定しているチャンネルで CH MOVE を実行したときに、そのリンク設定にかかわらず LINK A

のリンク設定でパラメーターが変更されてしまうことがあります。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 

# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 

* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDが大きさの違う Rシリーズ間でも重複しないようにしてください。 

• カスタムフェーダーバンクの設定は、ユーザー設定に含まれているだけでなく、V2.0からシーンデータにも

含まれています。ログインしているユーザーや、読み込んだデータのタイプやバージョンによって、呼び出さ

れるカスタムフェーダーバンク設定が異なりますので、以下の点にご注意ください。 

ALL タイプのコンソールデータを Administratorでロードすると、セーブされていた Administratorのカスタム

フェーダーバンク設定が呼び出されます。Guestや他のユーザーで ALLデータをロードすると、セーブされ

ていたカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定が呼び出されます。 

V1.70以前で保存した ALLデータをロードした場合、シーンにはカスタムフェーダーバンク設定が含まれて

いないため、ロードしたときのカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定がすべてのシーンに適用され

ます。したがってこの場合は、ALLデータをロードする前にユーザーを切り替えたりしてカスタムフェーダー

バンクを希望する設定にしておくか、カスタムフェーダーバンクにリコールセーフをかけておくことをおすすめ

します。 

• CL V2.0, V3.0,V4.0, QL V3.0,V4.0 ファームウェア対応のファイルコンバーターV3.0.0 を準備しています。  

 

CL Firmware V3.10 

• 1台の RSio64-Dは、最大 2台の CL/QL/R Remoteからリモートコントロールできます。 

• 1台の RMio64-Dは、最大 6台の CL/QL/R Remoteからリモートコントロールできます。 

• 1台の Rio/Ri/Roは、R Remoteが動作している最大 2台のコンピューターからリモートコントロールできま

す。また別途 4台の CL/QLからリモートコントロールできます。 



V3.10の新機能 

• RSio64-D のコントロールに対応しました。 

• 対応するサードバーティー製機器の HA(ヘッドアンプ)をコンソールからリモートコントロールできるようになり

ました。 

• カスケード接続に関する機能を追加しました。 

• モノラルタイプのインプットチャンネルのパン設定を CENTER NOMINAL、LR NOMINALから選択できるよ

うになりました。 

• L-MONO、R-MONO、LR-MONOの入力信号処理の変更により、PANモードや PAN ノブの設定が適切に

切り替わるようになりました。  

詳しくは CL5/CL3/CL1V3.10追補マニュアルをご参照ください。 

改善点 

• USB メモリーを使って Dante ファームウェアをアップデートできるようになりました。 

• CL と QLのアップデート用ファイルを同一名(*「C-MD1.BIN」)から別名に変更しました。これにより、誤った

ファイルでのアップデートを防ぎます。 

• USB メモリーを認識しないときに手動でリマウントできるようになりました。 

修正した不具合 

• レベル差がある奇数/偶数の MIXバスや MATRIXバスをリンクしてステレオバスとして使用する場合、リン

クしたときに同じレベルにならない不具合を修正しました。 

• カレントシーンに GPI OUTを設定していると、PREVIEW モードでシーンをリコールしたときに GPIが動作

してしまう不具合を修正しました。 

• シーンをストアした後でそのシーンに GPI OUTを設定すると、ライブラリーをリコールしたときにも GPI OUT

が出力されてしまう不具合を修正しました。 

• NUAGE Workgruop Managerのメンバーになっている RMio64-Dが CLから操作できるように見えてしま

う不具合を修正しました。(実際には、NUAGE Workgroup Managerのメンバーになっている間、CLから操

作できません。) 

既知の不具合 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLシリーズを

再起動してもパッチが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチし

てください。なお、Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできま

せん。 



• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で、Danteオーディオネットワーク

の SECONDARY PORT 設定(REDUNDANT/DAISY CHAIN)を切り替えると、音声信号が送出されなくな

ります。Dante機器をつなぐか、CLシリーズの再起動で送出されるようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rシリーズ以外の Dante機器

のマウント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に

応じて V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 

# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 

* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDが大きさの違う Rシリーズ間でも重複しないようにしてください。 

• カスタムフェーダーバンクの設定は、ユーザー設定に含まれているだけでなく、V2.0からシーンデータにも

含まれています。ログインしているユーザーや、読み込んだデータのタイプやバージョンによって、呼び出さ

れるカスタムフェーダーバンク設定が異なりますので、以下の点にご注意ください。 

ALL タイプのコンソールデータを Administratorでロードすると、セーブされていた Administratorのカスタム

フェーダーバンク設定が呼び出されます。Guestや他のユーザーで ALLデータをロードすると、セーブされ

ていたカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定が呼び出されます。 

V1.70以前で保存した ALLデータをロードした場合、シーンにはカスタムフェーダーバンク設定が含まれて

いないため、ロードしたときのカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定がすべてのシーンに適用され

ます。したがってこの場合は、ALLデータをロードする前にユーザーを切り替えたりしてカスタムフェーダー

バンクを希望する設定にしておくか、カスタムフェーダーバンクにリコールセーフをかけておくことをおすすめ

します。 

• CL V2.00, V3.00,V3.10, QL V3.00,V3.10 ファームウェア対応のファイルコンバーターV3.0.0 を準備してい

ます。  

V3.01 V3.02 

V3の新機能 



• 5.1サラウンドパンニングに対応しました。 

• サラウンドミキシングに加え、シンプルなサラウンドモニタリング機能を搭載しました。 

• Dan Duganオートマチックミキサーを搭載しました。 

• プレミアムラックに定番のバスコンプレッサー(Buss Comp 369)を追加しました。 

• Frame Delay機能が追加され、DELAY SCALE画面でフレームが選べるようになりました。 

• GEQ RACK / EFFECT RACKで 8バンド PEQが選択できるようになりました。 

• EQチューニングをサポートするリアルタイムアナライザー(RTA)を搭載しました。 

• USER DEFINEDキーに 4つのバンクを導入しました。 

• リコールセーフ、フォーカスリコール、グローバルペーストの設定項目に DCAが追加されました。 

• User Defined Knobsからのエフェクトパラメーターコントロールに対応しました。 

• RMio64-D のコントロールに対応しました。 

• チャンネルリンクの設定がアウトプット側でも行えるようになりました。 

• 内蔵オシレーターの ODD/EVENで異なる周波数のサイン波を設定できるようになりました。 

• ステレオインプットチャンネルに入力された信号をワンアクションでモノラル変換できるようになりました。 

• SENDS ON FADER時に METER画面で全チャンネルのセンド量が確認できるようになりました。 

• Dante Controllerを使わずに、タッチスクリーンから Preferred Master設定が行えるようになりました。 

• ユーザーレベル設定のパラメーターとして DANTE SETUP を追加しました。 

• Danteネットワークが SECONDARYに変わったときに、タッチスクリーンのステータスインジケーターに表

示されるようになりました。 

• Fader Cue Release機能が追加されました。 

• タップテンポ ポップアップ画面にディレイ値が表示されるようになりました。 

• DCAグループのミュート対象を一時解除できるようになりました。 

• USER DEFINEDキー、USER DEFINED ノブと MIDIのコントロールチェンジに割り当てできる機能が追加

されました。 

• CLシリーズで検出/パッチできる Dante機器として、Focusrite RED NET4、RED NET MP8R を追加しま

した。 

詳しくは CL5/CL3/CL1 リファレンスマニュアルをご参照ください。 

ヘルプファイル が V3になりました。ヤマハプロオーディオウェブサイトからダウンロードしてお使いください。 



改善点 

• V2で Danteオーディオネットワーク設定も含めて初期化およびファームウェアアップデートしたときに、

Preferred Masterの設定がオンになるようにしました。また、この設定がコンソール本体の設定変更や再起

動では変わらないようにしました。この初期設定により、CLや QLのワードクロック設定を Dante以外に変

更した場合、そのコンソールが優先的に Danteネットワークのクロックマスターとなりクロック同期エラーを防

ぐことができます。また、常時起動させる機器の Preferred Masterのみをオン(他をすべてオフ)にして、マス

ターを明示的に指定することもできます。 

修正した不具合（V3.02） 

• DCAグループでミュートしたときに、同じチャンネルを MUTEグループやチャンネルでミュートしている場

合、MUTEグループおよびチャンネルミュートが無効になる不具合を修正しました。 

• シーンリコール時に、リコールセーフをかけたフェーダーを操作すると、フェーダー操作が無視されてフェーダ

ー値と位置が合わなくなることがある不具合を修正しました。 

• フェーダー値が-132dBになっているモノラル チャンネルにチャンネルライブラリーをリコールすると、そのチ

ャンネルのパンがバランスとして動作してしまう不具合を修正しました。 

修正した不具合（V3.01） 

• GEQ 9-16 Rackで 31BandGEQまたは 8BandPEQをマウントして EQ調整後に、再起動またはWORD 

CLOCK設定の変更を行なうと、フラットに戻ってしまう不具合を修正しました。画面上では EQ設定が正しく

表示されますが、音声処理がフラットになっていました。 

• 起動時にコンソールの Danteポートからのオーディオ出力にパルス性のノイズが発生することがある不具

合を修正しました。 

• USER SETUPの GAIN KNOB FUNCTION を DIGITAL GAINに設定している場合に、シーンのストア/リ

コール、USER DEFINEDキーのバンク切り替え、コンソールの再起動などを行うと ANALOG GAINに戻っ

てしまう不具合を修正しました。 

修正した不具合（V3.00） 

• ごくまれに_Kernel_sysdwn()と表示され、システムダウンしてしまう不具合を修正しました。 

• Rシリーズ 16台以上と Dante-MY16-AUDが同じ Danteネットワークにいるときや、4台のコンソールから

3台以上の Rシリーズをすべて相互マウントしているときに、"No Response from I/O DEVICE."や"No 

Response from External HA."が表示される不具合を修正しました。 

• ステレオインプットチャンネルの片方(ST IN L または ST IN R)のみパッチしたときに、HA コントロールが制

限される不具合を修正しました。 



• 複数台の CL/QLシリーズから HA をリモートしたときに、WITH RECALL を設定していない CL/QLシリー

ズでは操作した値が戻されて、AG->DG LINKが正常に機能しない不具合を修正しました。 

• 複数チャンネルでチャンネルリンクを組んだときに、Dynamics1および 2で THRESHOLD以外のパラメー

ターが正常に機能しない不具合を修正しました。 

• 初期状態でパッチされていない MYスロットに信号が出力されている不具合を修正しました。 

• (CL5のみ)CH65～72にインサート 2の出力ポートを設定したときに、インサート 1のエフェクトが無効にな

る不具合を修正しました。 

• GPI INにシーンをストアする機能を割り当てたときに、SCENE STORE ポップアップ画面でタイトルを入

力する操作がタッチスクリーンでしかできない不具合を修正しました。 

• GPI INにヘルプ機能を割り当てたときに、ラッチ設定にしてもアンラッチとして動作していた不具合を修正し

ました。なお、GPI INは画面上の操作子に対してヘルプを直接呼び出すことができません。 

• レコーダーでソングを削除してもソングファイルリストから消えない不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLシリーズを

再起動してもパッチが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチし

てください。なお、Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできま

せん。 

• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で、Danteオーディオネットワーク

の SECONDARY PORT 設定(REDUNDANT/DAISY CHAIN)を切り替えると、音声信号が送出されなくな

ります。Dante機器をつなぐか、CLシリーズの再起動で送出されるようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rシリーズ以外の Dante機器

のマウント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に

応じて V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

• コンソールに挿入した USB メモリーに再生可能なファイルがなく、レコーダー画面のソングリストに何も表示

されていない場合は、StageMixの操作で録音を開始することができません。その場合は、コンソールの操

作で一度録音するなどして再生ファイルを表示させてから、StageMix を操作してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 



# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 

* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDが大きさの違う Rシリーズ間でも重複しないようにしてください。 

• カスタムフェーダーバンクの設定は、ユーザー設定に含まれているだけでなく、V2.0からシーンデータにも

含まれています。ログインしているユーザーや、読み込んだデータのタイプやバージョンによって、呼び出さ

れるカスタムフェーダーバンク設定が異なりますので、以下の点にご注意ください。 

ALL タイプのコンソールデータを Administratorでロードすると、セーブされていた Administratorのカスタム

フェーダーバンク設定が呼び出されます。Guestや他のユーザーで ALLデータをロードすると、セーブされ

ていたカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定が呼び出されます。 

V1.70以前で保存した ALLデータをロードした場合、シーンにはカスタムフェーダーバンク設定が含まれて

いないため、ロードしたときのカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定がすべてのシーンに適用され

ます。したがってこの場合は、ALLデータをロードする前にユーザーを切り替えたりしてカスタムフェーダー

バンクを希望する設定にしておくか、カスタムフェーダーバンクにリコールセーフをかけておくことをおすすめ

します。 

• CL V1.70,QL V1.01 ファームウェア対応のファイルコンバーターV2.3.0で作成したファイルを CL V3.0 ファ

ームウェアでも使用できます。なお、V3.0の設定ファイルを他の機種へコンバートすることはできません。 

CL Firmware V2.04 

V2での新機能 

• USER DEFINED ノブに割り当てた TOUCH AND TURN機能を用いて、SELECTED CHANNEL VIEW

画面にある FADER フィールドのフェーダーを操作できるようになりました。 

• 1つのチャンネルやバスに 2つのデバイスをインサートできるようになりました。 

• ゲインコンペンセーション有効時、アナログゲインの操作にデジタルゲインをリンクさせることができるように

なりました。 

• DCAグループに割り当てられたチャンネル群をフェーダーバンクに一括呼び出しできるようになりました。 

• Stereo/Monoバスマスター、Mixバスマスターおよび Matrixバスマスターを DCAグループに割り当てるこ

とができるようになりました。 

• ミュートグループでミュート中に一時解除ができるようになりました。 



• チャンネルリンクされているチャンネルにおいて、リコールセーフの対象パラメーターが連動するようになりま

した。 

• MIX/MATRIXバスに送られる信号から特定チャンネルの信号だけを抜くミックスマイナス機能に対応しまし

た。 

• 読み出し専用のシーンメモリーを作成できるようになりました。 

• GEQの操作にて、調整前後のゲイン値を比較できるようになりました。 

• チャンネルネームディスプレイに Dynamics1および 2のゲインリダクションメーターなどが表示できるように

なりました。 

• Yamaha Console Extension V2に対応しました。 

• GPI OUTで設定できる機能が追加されました。 

• USER DEFINEDキー、USER DEFINED ノブ、ASSIGNABLE ENCODER(GAIN/PAN/ASSIGN ノブ) 

に割り当てができる機能が追加されました。 

• Danteのレイテンシー2.0msecに対応しました。 

• QLシリーズファームウェア V1.08に対応しました。 

詳しくは CL Firmware V2.00追補マニュアルをご参照ください。 

V2での改善点 

• Ro8-Dの SYNC、SYSTEMのインジケーターに対応しました。 

• SELECTED CHANNEL VIEW 画面の 8chポップアップ画面が、[SEL]キーに対応して切り替わるようにな

りました。 

• 本体を工場出荷時の状態に初期化したときに、CLや QLを複数台使用するシステムで初期設定のままで

もワードクロック同期するように、ワードクロックの初期値を DANTE 48k としました。 

• Danteオーディオネットワーク設定も含めて初期化およびファームウェアアップデートしたときに、Preferred 

Masterの設定がオンになるようにしました。また、この設定がコンソール本体の設定変更や再起動では変

わらないようにしました。必要に応じて Dante Controllerでオフにすることができます。この初期設定によ

り、CLや QLのワードクロック設定を Dante以外に変更した場合、そのコンソールが優先的に Danteネット

ワークのクロックマスターとなりクロック同期エラーを防ぐことができます。また、常時起動させる機器の

Preferred Masterのみを Dante Controllerでオン(他をすべてオフ)にして、マスターを明示的に指定するこ

ともできます。 

V2.04で修正した不具合 



• V2.03 ファームウェアにて、STEREO MASTERチャンネルのポストフェーダーにインサートされているとき

に、MATRIXバスに信号が送られない不具合を修正しました。 

• エフェクトタイプとして M.BAND DYNA. または M.BAND COMP. が選ばれているときに、パラメーター

TOTALを設定するノブを押しながら回して 0.1dB 単位で変更しても、出力信号が 1dB単位で変化する不

具合を修正しました。 

• V2.03 ファームウェアにて、ALL DATA や USER KEY をロードしたときに、USER DEFINED キーの

DCA ROLL-OUTおよび FADER BANK SNAPSHOT 、USER DEFINED ノブの OUTPUT LEVELおよ

び RECORDER の設定が反映されない不具合を修正しました。 

• （CL3のみ）V2.03 ファームウェアにて、チャンネルカラーを調整するキャリブレーションを行ったときに、CH1

～8のチャンネルカラーインジケーターが点灯しない不具合を修正しました。 

• V2.03 ファームウェアにて、C-MD1.BIN ファイルによるアップデートが必要なときに、ポップアップ画面が正

常に表示されない不具合を修正しました。 

• リコールセーフを設定しているチャンネルのフェーダーを操作中に、シーンリコールすると、フェーダー位置に

ずれが生じることがある不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLシリーズを

再起動してもパッチが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチし

てください。なお、Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできま

せん。 

• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で、Dante オーディオネットワーク

の SECONDARY PORT 設定（REDUNDANT/DAISY CHAIN）を切り替えると、音声信号が送出されなく

なります。Dante機器をつなぐか、CLシリーズの再起動で送出されるようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rシリーズ以外の Dante機器

のマウント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に

応じて V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 

# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 



* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDが大きさの違うＲシリーズ間でも重複しないようにしてください。 

• CL V1.70 ファームウェア対応のファイルコンバーターV2.3.0が、CL V2.04 ファームウェアでも使用できま

す。 

CL Firmware V2.03 

新機能 

• USER DEFINED ノブに割り当てた TOUCH AND TURN機能を用いて、SELECTED CHANNEL VIEW

画面にある FADER フィールドのフェーダーを操作できるようになりました。 

• 1つのチャンネルやバスに 2つのデバイスをインサートできるようになりました。 

• ゲインコンペンセーション有効時、アナログゲインの操作にデジタルゲインをリンクさせることができるように

なりました。 

• DCAグループに割り当てられたチャンネル群をフェーダーバンクに一括呼び出しできるようになりました。 

• Stereo/Monoバスマスター、Mixバスマスターおよび Matrixバスマスターを DCAグループに割り当てるこ

とができるようになりました。 

• ミュートグループでミュート中に一時解除ができるようになりました。 

• チャンネルリンクされているチャンネルにおいて、リコールセーフの対象パラメーターが連動するようになりま

した。 

• MIX/MATRIXバスに送られる信号から特定チャンネルの信号だけを抜くミックスマイナス機能に対応しまし

た。 

• 読み出し専用のシーンメモリーを作成できるようになりました。 

• GEQの操作にて、ゲイン値を変えたときに調整前後の音の違いを比較できるようになりました。 

• チャンネルネームディスプレイに Dynamics1および 2のゲインリダクションメーターなどが表示できるように

なりました。 

• Yamaha Console Extension V2.0に対応しました。 

• GPI OUTで設定できる機能が追加されました。 

• USER DEFINEDキー、USER DEFINED ノブ、ASSIGNABLE ENCODER(GAIN/PAN/ASSIGN ノブ) 

に割り当てができる機能が追加されました。 



• Danteのレイテンシー2.0msecに対応しました。 

• QLシリーズファームウェア V1.07に対応しました。 

詳しくは CL Firmware V2.0追補マニュアルをご参照ください。 

改善点 

• Ro8-Dの SYNC、SYSTEMのインジケーターに対応しました。 

• SELECTED CHANNEL VIEW 画面の 8chポップアップ画面が、[SEL]キーに対応して切り替わるようにな

りました。 

• 本体を工場出荷時の状態に初期化したときに、CLや QLを複数台使用するシステムで初期設定のままで

もワードクロック同期するように、ワードクロックの初期値を DANTE 48k としました。 

• Danteオーディオネットワーク設定も含めて初期化およびファームウェアアップデートしたときに、Preferred 

Masterの設定がオンになるようにしました。また、この設定がコンソール本体の設定変更や再起動では変

わらないようにしました。必要に応じて Dante Controllerでオフにすることができます。この初期設定によ

り、CLや QLのワードクロック設定を Dante以外に変更した場合、そのコンソールが優先的に Danteネット

ワークのクロックマスターとなりクロック同期エラーを防ぐことができます。また、常時起動させる機器の

Preferred Masterのみを Dante Controllerでオン(他をすべてオフ)にして、マスターを明示的に指定するこ

ともできます。 

修正した不具合 

• Dante の SECONDARY PORT 設定を切り替えても、設定が切り替わらないことがある不具合を修正しま

した。 

• ゲストでログインしたときに、USER LEVELページの CH OPERATIONや USER DEFINED キーに割り

当てた RECODERの DIRECT PLAYが正しく設定されないことがある不具合を修正しました。 

• リンクグループのリンクパラメーターの変更が別のグループにも適用されてしまう不具合を修正しました。 

• グローバルペーストにて、ゲインコンペンセーションがオンからオフになるようペーストしたときに、ゲインの設

定値が正しくペーストされない不具合を修正しました。 

• OUTPUT PORTポップアップ画面にて、出力できないパッチ（OMNI OUTに CASCADE OUTPUT を出

力）が選択できてしまう不具合を修正しました。 

• シーンをリコールしたとき、PORT SELECTポップアップ画面の SLOT3のパッチが見えなくなることがある

不具合を修正しました。 

• USER LEVELページの MIXER SETUP を OFFにしていると外部から DANTE PATCH を変えたときに、

R Seriesの HA REMOTEが機能しない不具合を修正しました。 



既知の不具合 

• Dante Controllerで CLシリーズに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLシリーズを

再起動してもパッチが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチし

てください。なお、Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLシリーズからできま

せん。 

• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で REDUNDANT/DAISY CHAIN

の設定を切り替えると、音声信号が送出されなくなります。Dante機器をつなぐか、CLシリーズの再起動で

送出されるようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rio以外の Dante機器のマウ

ント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に応じて

V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

• お知らせ 

o Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

o 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 

# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 

* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDがＲシリーズ間で重複しないようにしてください。 

o CL V1.70 ファームウェア対応のファイルコンバーターV2.3.0が、CL V2.03 ファームウェアでも使用できま

す。 

CL Firmware V1.70 

新機能 

• CLシリーズの設定データを USB メモリーから個別にセーブ/ロードできるようになりました。 

• インプットパッチ変更時の HA設定で、パッチしたポートの設定をそのまま使うか、チャンネルの設定をポー

トにコピーするかを選択できる機能を追加しました。 

• DCAグループのミュート対象として、インプット系チャンネルからセンドポイントを PREに設定しているバス

への送りを設定できるようになりました。 



• METER画面のメーターポイントを追加しました。 

• SENDS ON FADERモードのときの GAIN/PAN/ASSIGN ノブ（アサイナブルエンコーダー）に機能を追加し

ました。 

• SELECTED CHANNEL VIEW 画面の GAIN/PATCH フィールドに、HA のアナログゲインとデジタルゲイ

ンの両方が常に表示されるようになりました。 

• SELECTED CHANNEL VIEW 画面の GAIN/PATCH フィールドに、R シリーズなど外部 HA の HPF の

状態が表示されるようになりました。 

• カスタムフェーダーバンクの設定をシーン別にストア/リコールできる機能を追加しました。 

• チャンネルカラーに黒を追加しました。 

• SENDS ON FADERモード時に、チャンネルディスプレイでチャンネルのオン/オフを表示するようになりまし

た。 

• GPI INポートに接続する外部スイッチの属性（ラッチ/アンラッチ）を選択できるようになりました。 

• Danteオーディオネットワークにエラーが起きたときに、Danteに関する設定を初期化できるようになりまし

た。 

• DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODEポップアップ画面で、ミュートグループの名前が付けられるようにな

りました。また、DCAグループ名とミュートグループ名をこのポップアップ画面で表示するようになりました。 

• CLシリーズで検出/パッチできる Dante機器として、Aviom D800-Danteを追加しました。詳しくは CL 

Firmware V1.70追補マニュアルをご参照ください。 

改善点 

• DANTEの DEVICE LABELの制限が緩和されました。 

• CLで ST INの PAN MODE を PANにしたときの初期値を、CENTERから LR振り切りに変更しました。 

• OVERVIEW 画面の DCA メンバー表示において、15 以上のチャンネルが登録されているときに、

Centralogic セクションのマルチファンクションノブを使用してチャンネルをスクロールできるようになりまし

た。 

• CH LINK MODE ポップアップ画面にリンクインジケーターを追加して、現在設定しているリンクグループが

判別しやすくなりました。 

• キューのモニターレベルで設定できる範囲が、-30dB ～ +20dB にひろがりました。 

• EFFECT ポップアップ画面、GEQ ポップアップ画面、PREMIUM RACK ポップアップ画面で、[SEL] キー

でチャンネルの切り替えができるようになりました。 



• USER DEFINED キーに TAP TEMPO を設定した場合、そのキーを押して BPM (テンポの値) を設定す

ると、ポップアップ画面で BPM値が表示されるようになりました。 

修正した不具合 

• GPI IN ACTIVE IND.が正しく機能していない不具合を修正しました。 

• RECALL SAFE、 FOCUS RECALL、GLOBAL PASTEでバスの Stereo/Monoの切り替えをして、再度

切り替えをすると、Mixや Matrixの Balanceの値が制限されることがあった不具合を修正しました。 

• CH MOVE を実行すると、ST INの MATRIXの PANの値がおかしくなる不具合を修正しました。 

• STEREOバスで Post On インサートのオン/オフ設定が、MATRIX SEND2-8へ正しく反映されないことが

ある不具合を修正しました。 

• DANTE機器の電源を入れたときや PATCHを大きく変えたときに、”DANTE RESOURCE OVER FLOW”

のワーニングメッセージが不適切に表示されることがある不具合を修正しました。 

• CL/Rシリーズで DANTEの LATENCYが実機での設定と食い違って、1.0ms以下にならない不具合を修

正しました。 

• I/O DEVICE画面の Rio フィールドに表示されるエラーメッセージ（SYSＴＥＭインジケーターが点滅または

点灯）が警告メッセージ（SYNC インジケーターが点滅または点灯）に切り替わったときに、SYSTEMインジ

ケーターが消灯しない不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• Dante Controllerで CLに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLを再起動してもパッ

チが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチしてください。なお、

Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLからできません。 

• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で REDUNDANT/DAISY CHAIN

の設定を切り替えると、音声信号が送出されなくなります。Dante機器をつなぐか、CLの再起動で送出され

るようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rio以外の Dante機器のマウ

ント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に応じて

V1.51以降でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

• 一部のネットワークスイッチで、CLシリーズなどの Dante機器が正常に 1Gbpsでリンクしないことがありま

す。これはネットワークスイッチが起動時に行なう自己診断機能などに起因します。各機器のリンク速度は

Dante Controllerの Device Status画面にある Link Speedで確認できます。10または 100Mbps と表示

されていた場合は、該当機器のネットワークケーブルを抜き差しすることで 1Gbpsでリンクするようになりま



す。1Gかどうか CLや Rシリーズの DANTEの 1Gの LEDでも確認できます。この問題を回避するため

には、Dante機器より先にネットワークスイッチが起動するようにしてください。 

アップデートする場合は、“CL5/CL3/CL1 ファームウェアアップデートガイド”にしたがってアップデートしてく

ださい。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• 以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使用します。 

Y###-********** 

# は 0 ～ 9、A ～ F( 大文字) の 16 進数 3 桁(000 ～ FFF) 

* は任意の文字( 英字( 大文字 または小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

Y を含めて 31 文字まで対応しています。 

Rシリーズについては Y###-で示される IDが大きさの違うＲシリーズ間でも重複しないようにしてください。 

• CL V1.70では、現在 NXAMP(NXDT104)を NXAMP として認識してマウントすることができません。CLの

DEVICE LISTに UNSUPPORTED として表示されますが、I/O数を設定してマウントすることで CLからパ

ッチすることができます。 

CL Firmware V1.61 

新機能 

• CLシリーズで検出/パッチできる Dante機器として、Shure ULX-Dデジタルワイヤレスシステムとヤマハ

XMV8280-D/XMV8140-Dを追加しました。  

ULX-Dを本機能に対応しているバージョンにアップデートしてください。詳細は Shureのウェブサイトでご確

認ください。 

• CLシリーズおよび Ro-8Dを除く Rシリーズの機器の状態や Danteの状態を CLシリーズで確認できるよ

うになりました。 

• Rシリーズの状態をコンソールから確認するには、DANTE SETUPで REMOTE HAにアサインしている必

要があります。 

改善点 

• USB端子に過電流が発生したため USB機器が切断されても、再起動しないで USB機器が再接続できる

ようになりました。 



• CLシリーズや Rシリーズのアナログ入力端子に接続した機器（コンデンサーマイクやダイレクトボックス）に

ファンタム電源（+48V）を供給している CLシリーズからゲインを調節した場合、機器によっては、HA内部の

PADがオン/オフされるポイント（+17dB と+18dBの間）でノイズが発生することがある問題を改善しました。 

• SCENE RECALL時などにおける HAの応答時間を改善しました。 

修正した不具合 

• V1.60で発生していた、長時間経過後に、CLシリーズや Dante-MY16-AUDから Rシリーズの HAゲイン

の一部がコントロールできなくなる不具合を修正しました。V1.60はWebサイトから取り下げました。 

• V1.60以前で、まれに CLシリーズの Dante経由の音声が 15秒程度途切れることがある不具合を修正し

ました。 

• 日付と時刻の設定に TOUCH AND TURN機能を用いた場合、反映されない不具合を修正しました。 

• CUEの SPECIFIC CHを USER DEFINEDキーに割り当てた場合、キーを押しても USER DEFINEDキ

ーの LEDが点灯しない不具合を修正しました。 

• FADE TIME を設定したシーンをリコールした際に、StageMix( iPadアプリ)の動作が遅くなる不具合を修正

しました。 

既知の不具合 

• Dante Controllerで CLに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしている状態で CLを再起動してもパッ

チが再現されないことがあります。その場合は Dante Controllerで DVS を再度パッチしてください。なお、

Windows版の 3.2.0より前の DVSでは、41CH以降のパッチが CLからできません。 

• Dante PRIMARY/SECONDARY端子に Dante機器をつながない状態で REDUNDANT/DAISY CHAIN

の設定を切り替えると、音声信号が送出されなくなります。Dante機器をつなぐか、CLの再起動で送出され

るようになります。 

• V1.15までのバージョンで作成されたファイルをロードすると、接続していた Rio以外の Dante機器のマウ

ント情報を引き継ぎません。DANTE INPUT PATCH LIBRARYをリコールしても同様です。必要に応じて

V1.51でマウントやパッチ、DANTE INPUT PATCH Library を設定しなおしてください。 

• 一部のネットワークスイッチで、CLシリーズなどの Dante機器が正常に 1Gbpsでリンクしないことがありま

す。これはネットワークスイッチが起動時に行なう自己診断機能などに起因します。各機器のリンク速度は

Dante Controllerの Device Status画面にある Link Speedで確認できます。10または 100Mbps と表示

されていた場合は、該当機器のネットワークケーブルを抜き差しすることで 1Gbpsでリンクするようになりま

す。この問題を回避するためには、Dante機器より先にネットワークスイッチが起動するようにしてください。 

* V1.51からアップデートする場合は、MAIN及び SUBのファームウェアをアップデートしてください。MAIN

及び SUBのファームウェアをアップデートするためには、「CL5/CL3/CL1 ファームウェアアップデートガイ



ド」の「CL本体のファームウェアのアップデート」の作業を実施してください。V1.15以前のバージョンからア

ップデートする場合は、「CL5/CL3/CL1 ファームウェアアップデートガイド」にしたがってアップデートしてくだ

さい。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設定が有効

になります。 

• デバイスラベルの以下の******以外は変更しないようにしてください。******以外の部分は CLシリーズから

のデバイス認識に使用しています。 

Y###-“メーカー名”-“モデル名”****** 

# は 0 ～ 9、A ～ F（大文字）の 16 進数 3 桁（000 ～ FFF） 

* は任意の文字 ( 英字( 大文字 又は小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

• Dante-MY16-AUD カード、DANTE ACCELERATOR カード は、デバイスラベルを以下のように付けること

で SUPPORTED DEVICE として認識します。 

Dante-MY16-AUD: Y###-Audinate-DANTE-MY16****** 

DANTE ACCELERATOR: Y###-Yamaha-DANTE-ACCEL******* 

# は 0 ～ 9、A ～ F（大文字）の 16 進数 3 桁（000 ～ FFF） 

* は任意の文字 ( 英字( 大文字 又は小文字)、数字、-( ハイフン) が使用可) 

CL Firmware V1.60 

[重要なお知らせ]  

ファームウェア V1.60で、長時間経過後に、Rシリーズの HAゲインの一部がコントロールできなくなる不具

合が確認されました。 （Dante-MY16-AUDで Rシリーズをご使用の場合も同様となります）  

ファームウェア V1.61でこの重大な不具合を修正いたしましたので、CL/Rシリーズともに V1.61 をご使用く

ださいますようお願いいたします。 

Firmware V1.51 

新機能 

• シーンのプレビュー機能に対応しました。 

• ヘルプ機能に対応しました。 



• CLシリーズで検出/パッチできる Dante機器として Ri8-D、Ro8-D、NXAMP with NXDT104などを追加し

ました。 

• CUEポップアップ画面に CUE LEVEL ノブを追加して、キューのレベルを変更できるようにしました。 

• HPF/EQポップアップ画面(1ch)に HPF タイプ切り替えボタンを追加して、減衰量を-12dB/octまたは-

6dB/octに切り替えられるようにしました。 

改善点 

- DANTE SETUP画面を改善しました。 

- I/O DEVICE画面を追加して、接続する Dante機器の設定を VIRTUAL RACK画面から分離しました。 

- ID#1以外の CLでも Nuendo Live と連携できるようになりました。 

修正した不具合 

• 一つのネットワークスイッチに Danteネットワークと CL Editor用のネットワークをつなげると、Danteネット

ワークの音声にノイズが発生する不具合を修正しました。 

• #1から#8の I/O ラックをアンマウントすると、#9の I/O ラックに CONFLICTが表示される不具合を修正し

ました。 

• SEND ON FADERモードの時に、異なるグループのキューに切り替えるとキューが解除されることがある

不具合を修正しました。 

• CLが二台以上ある環境でシーンのリコールを連続して行なうと、HA GAINの設定がリコールされないこと

がある不具合を修正しました。 

• Rioなどの Dante機器の DEVICE LABELや UNIT IDを変更すると、"NETWORK AUDIO MODULE 

FAILED AND WAS RESTARTED."が表示されることがある不具合を修正しました。 

• STEREO インプット系チャンネルのパラメーターを移動すると、PANの設定値が正しく移動しない不具合を

修正しました。 

• STEREOアウトプット系チャンネルでインサートの設定を変更したあとキューポイントを変更しても、キュー

ポイントの変更が反映されない不具合を修正しました。 

• STEREOや MIXアウトプット系チャンネルをモニターソースにしたり、MIXアウトプット系チャンネルをキー

イン信号に選択すると、インサートが反映されない不具合を修正しました。 

CL Firmware V1.15 

修正された不具合 

下記の不具合を修正しました。 



• Dante機器のデバイスラベルを 6文字未満に設定すると、CLで認識できなくなる。 

• Dante Controllerでチャンネルラベルを編集したときに、機器のネットワークモジュールの修理対応が必要

となる場合がある。 

• CLの電源立ち上げ時や、Danteネットワークのワードクロック切り替え時に、音声が出ない場合がある。 

CL Firmware V1.14 

新機能 

• チャンネルネームディスプレイの輝度と濃淡コントラストを調整するキャリブレーショ ン機能を追加しました。

調整手順は以下となります。 

輝度を調整する場合 

1. パネル上の SCENE MEMORY [STORE]キーを押しながら、電源を入れます。 

2. CHANNEL COLOR CALIBRATION ボタンを押します。 

3. 輝度を調整したいチャンネルの[CUE]キーまたは[ON]キーを押します。  

[CUE]キーを押すと輝度が上がり、[ON]キーを押すと輝度が下がります。 

4. 調整が終わったら、画面右側の APPLY ボタンを押して、変更を確定します。 

5. EXIT ボタンを押します。 

通常モードで起動します。 

濃淡コントラストを調整する場合: 

1. パネル上の SCENE MEMORY [STORE]キーを押しながら、電源を入れます。 

2. CHANNEL COLOR CALIBRATION ボタンを押します。 

3. パネル上の[SEL]キーを押しながら、Centralogic セクションにあるチャンネル 1 のマ ルチファンクショ

ンノブを回します。  

左に回すと全チャンネルのコントラストが薄くなり、右に回すと全チャンネルのコント ラストが濃くなります。 

4. 他とコントラストが異なるチャンネルを調整する場合、該当チャンネルの[SEL]キー を押しながら[CUE]キ

ーまたは[ON]キーを押します。  

[CUE]キーを押すとコントラストが薄くなり、[ON]キーを押すとコントラストが濃くな ります。 

5. 調整が終わったら、画面右側の APPLY ボタンを押して、変更を確定します。 

6. EXIT ボタンを押します。 

通常モードで起動します。 

改善点 

• チャンネルネームディスプレイの輝度の初期値を最大から中間に変更しました。 



修正した不具合 

• MY16-ES64、MY16-EX、MY16-MD64 で Native モードにしていると音が出ない不具合 を修正しました。 

• フェーダーをリコールセーフにした状態で USB メモリーから本体の設定をロードすると、 フェーダーがロード

した値の位置にならない不具合を修正しました。 

• Gain Compensation(GC)がオンの状態で、GC がオフの INPUT CHANNEL LIBRARY をリコールする

と、HA のアナログゲインが正しく反映されない不具合を修正しました。 

• 本体に保存したユーザー認証キーを使って管理者やゲストから他のユーザーとしてログ インして、ふたたび

管理者やゲストにログインしなおしても権限が変化していない不具合 を修正しました。 

• LIBRARY LIST の操作に対して制限がかけられているユーザーでログインしていると、 本体に保存してあ

る他のユーザー認証キーでログインできない不具合を修正しました。 

• 大規模な Danteネットワークシステムでデバイスの発見やパッチの復元に時間がかかる問題を改善しまし

た。 

CL Firmware V1.12 

修正した不具合 

• コンソールで特定の操作をしたあとに、USB メモリーレコーダー機能で録音/再生をすると、まれにフリーズ

することがある不具合を修正しました。  

 

*V1.11からアップデートする場合は、MAIN部のファームウェアだけをアップデートしてください。MAIN部の

ファームウェアをアップデートするためには、「CL5/CL3/CL1 ファームウェアアップデートガイド」の「CL本体

のファームウェアのアップデート」の作業を実施してください。手順 5でコピーするファイルは MAIN部のファ

ームウェアである MCLP1_12.PGMです。V1.11以外のバージョンからアップデートする場合は、

「CL5/CL3/CL1 ファームウェアアップデートガイド」にしたがってアップデートしてください。 

CL Firmware V1.11 

新機能/仕様変更 

• Nuendo Liveに対応しました。 

• GPI機能が追加されました。 

• 複数のユーザーキーを、本体内に保存できるようになりました。 



• DANTE SETUP画面が変更されました。 

• オーディオネットワーク内で I/O ラックが新たに認識されたときやオーディオネットワークから外れたときに、

ポップアップメッセージを表示するようになりました。 

• 同時使用できる機器数の上限は下記のとおりとなりました。 

- オーディオネットワーク内に CLは 4台、I/O ラックは 32台まで 

- 1台の CLで HA リモートができる I/O ラックは 8台まで 

- 1台の CLにパッチできる I/O ラックやそのほかの Dante機器は 24台まで 

修正した不具合 

• ごくまれにパネルがフリーズする不具合を修正しました。 

• シーンメモリーをリコールしたときにゲインコンペンセーションの設定が食い違う不具合を修正しました。 

• CLを Rioより先に起動すると、CLが Rioを認識しないことがある不具合を修正しました。 

• Dante-MY16-AUDが Slave to External Word Clockに設定されている場合、起動時に Sync LEDが緑

色点灯にならない不具合を修正しました。 

• CLの Dante端子に Rioなどの Dante機器が接続されていない場合、ミュート状態になって音声が出なくな

る不具合を修正しました。 

• CLが二台以上ある環境での I/O RACK OUTPUT PATCHの以下の不具合を修正しました。 - ファイルを

ロードするときにWITH DANTE SETUP AND I/O RACKボタンをオンにしてロードしてもパッチが再現され

ないことがある。 

• Dante-MY16-AUDを使用している場合、再起動したときに CL と Dante-MY16-AUDのパッチの再現に数

分かかることがある不具合を修正しました。 

• Dante Controllerで CLに DVS(Dante Virtual Soundcard)をパッチしても、DANTE INPUT PATCHの

LIBRARYにストア/リコールできない不具合を修正しました。 

• CL と Rioが Danteオーディオネットワークでつながっているときに Dante Controllerで Preset ファイルを

ロードしてパッチを変更すると、パッチの変更が完了しないことがある不具合を改善しました。 

• CL と Rioが Danteオーディオネットワークでつながっているときにワードクロックまたはオーディオビットレ

ートを変更すると、Rioがミュート状態になって音声が出なくなる不具合を改善しました。 

CL Firmware V1.04 

修正した不具合 



• 特定のパネル操作で、パネルと画面がフリーズすることがある不具合を修正しました。 

• その他の軽微な不具合を修正しました。 

CL Firmware V1.03 

修正された不具合 

• 電源のオン/オフを短い間隔で切り替えると、チャンネルネームディスプレイが表示されない不具合を修正し

ました。 

CL Firmware V1.02 

初期リリースバージョン（プリインストール版） 

 


